
 

数字の裏側：中国バイオ製造における知財

戦略の解読 
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エグゼクティブ・サマリー：数量を超えて – 中国のバイ

オ製造 IP 戦略を解読する 
 

本レポートは、中国のバイオ製造（バイオものづくり）分野における知的財産（IP）の急増に

関する深層分析を提供する。国営メディアが報じた特許出願件数の驚異的な数字は、この分野

における技術主権確立に向けた、国家主導の巨大な推進力の象徴である。しかし、これらのヘ

ッドライン数値は、より複雑な現実を覆い隠している。 

分析の結果、中国が特許出願件数において圧倒的なリーダーであることは疑いようがなく、こ

の量的優位性は具体的な産業能力へと急速に転換されつつあることが明らかになった。しか

し、世界的に通用し、法的強制力を持つ高価値な IP という点では、依然として大きな隔たりが

存在する。 

世界のステークホルダーにとって、この状況は二重の現実を突きつけている。一つは、中国国

内市場における参入障壁となりうる「パテント・シケット（特許の網）」と、グローバル市場

における手ごわい競争上の脅威である。もう一つは、中国国内に点在する真に世界クラスのイ

ノベーション拠点との協業という、またとない機会である。今後の戦略的課題は、この二つの

現実をいかに見極めるかにかかっている。本レポートは、この複雑な状況を航海するための羅

針盤となることを目的とする。 

 

第 1 章 ヘッドライン数値の解体：中国バイオ製造におけ

る特許急増の分析 
 

本章では、人民網の記事で提示された具体的な数値を精査し、それらを国内外の特許統計の文



脈に位置づけることで、その妥当性と真の意味を評価する。 

 

1.1 大学による 12 万件の特許：批判的検証 
 

人民網の記事の中心的な主張は、清華大学合成・システム生物学センターの呉赴清氏の発言と

して、過去 5 年間で 39 の大学が 12 万件を超えるバイオ製造関連特許を出願したというもので

ある 1。呉赴清氏は、この分野の研究を推進する学際的ハブである同センターに所属しており、

信頼できる情報源と見なせる 2。 

しかし、この数字は文脈の中で慎重に解釈する必要がある。中国国家知識産権局（CNIPA）は

2023 年だけで 168 万件の発明特許出願を受理しており 4、バイオテクノロジーが急成長分野で

あること 5 を考慮しても、大学からの出願数が突出して高いように見える。この数値の背景に

は、中国特有の特許制度の構造が関係している可能性が高い。すなわち、この 12 万件という

数字には、高い発明水準が求められる「発明特許」だけでなく、より低い独創性で登録が可能

な「実用新案（实用新型）」が大量に含まれていると考えられる。実用新案は、政府の目標達

成や補助金獲得のための手段として利用されることが知られている 6。 

この数字を国際的なベンチマークと比較すると、その規模がより明確になる。例えば、世界の

トップクラスの大学出願人であるカリフォルニア大学システムは、20 17 年に 482 件の PCT
（特許協力条約）国際出願を行っている 8。中国国内でもトップクラスの浙江大学は、20 19 年

から 20 23 年の 5 年間で約 7,150 件の特許を出願しており、これは年間平均約 1,430 件に相当

する 9。これらの数値を基準にすると、39 大学の平均が年間約 615 件（120 ,0 0 0 件 ÷ 5 年 ÷ 
39 大学）というのは、トップレベルの大学にとっては達成可能だが、平均値としては非常に高

い水準である。 

したがって、この 12 万件という数字は、統計的な正確さを追求した指標としてではなく、産

業政策と国家のメッセージングにおける強力なツールとして解釈すべきである。その主な機能

は、バイオエコノミーに対する巨大な政治的意志、大規模な資源配分、そして国家的な野心の

スケールを国内外に示すことにある。これにより、国内の投資を促進し、国際的な競争相手を

牽制する戦略的意図がうかがえる。発表の場が国家支援のフォーラムであり、国営メディアを

通じて報道されたという事実も、この数字が戦略的コミュニケーションの一環であることを裏

付けている 1。 

 

1.2 企業の最前線：加速と集中 
 



記事はまた、主要なバイオ製造企業 10 0 社が累計 1 万 3680 件の特許を出願し、これがこれら

の企業の過去の総出願件数の 52.2%を占めていると報じている 1。この統計は、中国企業の

R&D および IP 創出が近年、劇的に加速していることを示す極めて重要なデータである。これ

は、中国企業が模倣の段階を脱し、独自の技術プラットフォームを構築し始めているというト

レンドを裏付けるものであり、他の分析でも中国が模倣から自国発のイノベーションへと移行

していることが示されている 10。この動きは、中国の生命科学分野における特許の世界シェア

が急速に拡大している現状（20 23 年には出願で 39.38%、付与で 41.33%）とも一致する 11。 

この加速は、ある種の「転換点」を生み出している。中国企業が大規模な特許ポートフォリオ

を構築するにつれて、彼らは国内市場での「事業の自由（freedom to ope ra te）」を確保し、

グローバル企業とのクロスライセンス交渉において強力な交渉力を持つようになる。これは、

世界のバイオ製造業界におけるパワーバランスを根本的に変えるものである。中国はもはや単

なる製造委託先ではなく、戦略的なパートナーであり、かつ競争相手へと変貌を遂げつつあ

る。 

この力学の変化は、国際企業がもはや一方的な技術移転の関係を前提とできなくなったことを

意味する。これからは、相当な IP 資産を保有する中国企業と対等な立場で渡り合っていく必要

がある。中国のバイオテクノロジー産業全体が、ジェネリック医薬品製造から創薬のグローバ

ルリーダーへと移行することが予測されており 12、この企業 IP の急増はその動きを裏付ける強

力な証拠と言える。 

表 1：人民網の主張に関するファクトチェック 

 

主張 元記事の数値 分析と文脈 

大学の特許出願 過去 5 年間で 39 大学が 12
万件以上を出願 1 

妥当性：高いが注意が必

要。 この数値は、発明特許

に加えて、登録要件が緩や

かな「実用新案」を多数含

んでいる可能性が非常に高

い。中国の特許政策は歴史

的に「量」を重視してきた

ため 7、この数字は純粋な

イノベーションの質を示す

ものではなく、国家の政策

的動機と資源投入の規模を

示す指標と解釈すべきであ



る。 

企業の特許出願 主要 10 0 社が 1 万 3680 件

を出願。これは過去の総出

願件数の 52.2%に相当 1 

妥当性：非常に高い。 この

データは、企業の R&D 活

動が近年、指数関数的に加

速していることを示してい

る。これは、中国が模倣か

ら自国発のイノベーション

へと移行しつつあるという

マクロトレンド 10  と完全に

一致しており、産業の成熟

度を示す重要な指標であ

る。 

産業規模 総規模は 1 兆元に迫る 1 
妥当性：高い。 これは中国

のバイオエコノミーの急速

な成長を示すものであり、

他の経済指標や政府の投資

規模と整合性が取れてい

る。 

発酵生産能力 世界の 70 %以上を占める 1 
妥当性：非常に高い。 中国

は長年にわたり、アミノ酸

や抗生物質などの発酵製品

における世界の主要な生産

拠点であり、この数字は既

存の産業基盤の強さを反映

している。 

 

第 2 章 エンジンルーム：IP 増殖の基盤としてのアカデミ

アと国家研究機関 
 

本章では、基盤となる IP の主要な源泉を分析し、学術研究と国家主導の研究が、いかに国家の

産業目標と戦略的に連携しているかを明らかにする。 



 

2.1 大学の特許戦略：清華大学と浙江大学の事例 
 

清華大学 13 や浙江大学 9 といったトップ大学は、中国国内の特許出願人ランキングで常に上位

を占めている。特に清華大学の合成・システム生物学センター（CSSB）は、化学物質のバイオ

合成、代謝工学、遺伝子合成といった基盤分野に重点を置いており、この分野における中心的

な役割を担っている 3。呉赴清氏の研究グループからは、外国技術への依存を減らすために、

独自の IP を持つ新規の「シャーシ微生物」を開発するという戦略的焦点が明確に示されている 
2。 

このような学術機関による基盤的な「プラットフォーム技術」への注力は、意図的な国家戦略

である。シャーシ生物や中核的なプロセスといった、バイオ製造のバリューチェーンにおける

重要な上流要素の IP を確保することにより、中国は防御可能な技術的優位性を長期的に構築す

ることを目指している。これは単なる学術的発見の追求ではなく、国家の安全保障に関わる課

題、すなわち技術的自立の達成という使命を帯びた、 شبھ産業的な R&D 活動と見なすことが

できる。 

この動きは、中国の第 14 次五カ年計画で強調されている「技術的ボトルネックの打破」とい

う広範な国家戦略と完全に一致している 14。大学の研究と特許出願は、無作為に行われている

のではなく、国家のバイオエコノミーにおける戦略的脆弱性を補強するための的を絞った介入

なのである。 

 

2.2 国家所属機関の役割：中国科学院（CAS） 
 

中国科学院（CAS）は、世界的に見ても巨大な特許保有機関であり、その保有する有効特許フ

ァミリー数ではサムスン電子を上回り、世界第 2 位にランクされている 15。CAS 傘下の研究

所、例えば天津工業生物技術研究所は、国家戦略の中心に位置づけられている。同研究所は

「国家合成生物学知的財産権運営センター」を擁し、重要技術に関する特許プールを構築する

など、国家レベルでの IP 集約と活用を主導している 14。 

CAS は、基礎科学と産業応用との間の重要な架け橋として機能している。特許プールを創設・

管理することで、様々な源泉からの IP を集約し、国内企業が利用しやすい形で提供している。

これにより、新規参入の障壁を下げ、産業化を加速させている。これは、IP の断片化を防ぎ、

国家の研究成果が確実に産業力へと転換されるようにするための、国家が調整するメカニズム

である。 



CNIPA が CAS の研究所内に IP 運営センターを設立したこと 14 は、大学から産業界への技術移

転が滞るという長年の課題を解決するために設計された、直接的な政策手段である。これによ

り、学術的な特許を商業的に実行可能な資産へと転換するプロセスが制度化され、第 1 章で述

べた企業の特許急増を直接的に後押ししている。CAS はまた、具体的な技術移転活動にも積極

的であり、「L-アラニン生産菌」の特許を民間企業にライセンス供与するなどの事例も見られ

る 16。 

 

第 3 章 企業の IP ランドスケープ：二つの戦略の物語 
 

本章では、中国企業の特許出願行動を分析し、国有の巨大企業と専門的なバイオテック・イノ

ベーターとの間に見られる明確な戦略の違いを明らかにする。 

 

3.1 国有巨大企業とテクノロジーコングロマリット：異分野からの侵攻 
 

世界の特許保有者ランキングを見ると、驚くべきことに、国家電網（State Grid Corp.、世界 1
位）や中国石油天然気集団（China National Petroleum ）といった、バイオ分野とは直接関係

のない中国の国有企業（SOE）が上位を独占している 15。また、ファーウェイ（Huawei）のよ

うなテクノロジー大手も、欧州特許庁（EPO）への主要な出願人であり、バイオテクノロジー

分野での活動を活発化させている（出願件数 +15.1%） 17。 

このデータは、バイオテクノロジーと他の技術セクターとの融合という、極めて重要なトレン

ドを明らかにしている。エネルギーや素材分野の国有企業は、バイオリアクターやバイオプロ

セスに関連する分野で特許を出願している。ファーウェイのような企業は、人工知能（AI）や

ビッグデータにおける専門知識を創薬やバイオインフォマティクス（急成長分野の一つ 21）に

応用している。 

このことは、バイオ製造の未来が生物学だけではなく、AI、自動化、高度な計算科学との統合

にかかっていることを示唆している。中国は、これらの隣接分野におけるナショナルチャンピ

オンを戦略的に動員し、独自の競争優位性を創出しようとしている。国際的な製薬企業は創薬

そのものでは優れているかもしれないが、ファーウェイの優れた AI と国家電網の効率的なバイ

オリアクターエネルギー管理を統合した中国企業に、総合力で劣る可能性がある。人民網の記

事が、工業情報化部（MIIT）によるバイオ製造への AI 応用推進に言及していること 1 は、この

国家的な異分野融合戦略が単なる偶然ではなく、意図的な政策であることを示している。 



 

3.2 専門バイオテック・イノベーター：BGI と復星医薬（Fosun 
Pharma）のケーススタディ 
 

専門的なバイオテック企業は、国有企業とは異なるアプローチで IP を構築している。ここで

は、BGI（華大基因）と復星医薬を対照的な事例として分析する。 

BGI Genomics: 
BGI は、ゲノミクス、遺伝子シーケンシングプラットフォーム（BGISEQ）、バイオインフォ

マティクス（SOAPdenovo）を網羅する巨大な特許ポートフォリオを保有している（2025 年 5
月時点で全世界で 7,289 件の特許を出願） 22。その特許は、ナノポアシークエンシングのよう

な基盤技術から、診断や治療への応用まで多岐にわたる 24。しかし、その攻撃的な IP 戦略

は、イルミナ（Illumina）のようなグローバルな競合他社との間で激しい特許訴訟を引き起こし

ている 27。BGI の戦略は、欧米の技術を自社の技術で置き換えることを目指す、より直接的で

対決的な競争モデルと言える。 
復星医薬 (Fosun Pharma): 
復星医薬は、「グローバルに統合された」R&D モデルを採用しており、自社開発、共同開発、

ライセンス導入、産業投資を組み合わせている 28。同社は 2024 年に製薬部門で 220 件の特

許を出願し 28、がん、免疫、細胞療法の分野で積極的に活動している。彼らの戦略には、医薬

品特許プール（MPP）のような国際機関と提携して新興市場へのアクセスを拡大したり 30、自

社の革新的な医薬品を国際企業にライセンスアウトしたりする 31 ことも含まれる。復星医薬の

モデルは、グローバルなパートナーシップを活用して自社のパイプラインと市場プレゼンスを

構築する、より共生的で統合的なアプローチである。 
BGI と復星医薬の事例は、グローバルな関与における二つの異なるモデルを提示している。潜

在的な中国のパートナーがどちらのモデルに従っているかを理解することは、国際企業にとっ

てリスク評価と戦略策定の上で極めて重要である。 

表 2：中国の主要バイオ製造特許出願人プロファイル（2020 - 2025 年） 

 

組織名 タイプ 主要技術分野 ポートフォリオの

特徴と戦略 

清華大学 大学 合成生物学、代謝工

学、シャーシ微生
基礎研究とプラット

フォーム技術に重



物、遺伝子合成 2 点。国家戦略に基づ

き、技術的自立を目

指す上流 IP の構築

を主導。 

中国科学院 (CAS)  国家研究機関 工業バイオテクノロ

ジー、合成生物学、

バイオ素材 14 

世界第 2 位の特許

保有者 15。基礎研究

と産業応用をつなぐ

架け橋。特許プール

の管理と技術移転を

積極的に行う。 

国家電網 (State 
Grid)  

国有企業 (エネルギー)、バイ

オリアクター、エネ

ルギー効率化 

世界最大の特許保有

者 15。本業のエネル

ギー管理技術をバイ

オプロセスに応用

し、異分野からの参

入を象徴する存在。 

BGI Genomics  民間企業 ゲノミクス、遺伝子

シーケンシング、バ

イオインフォマティ

クス、診断 22 

7,0 0 0 件を超える

大規模なグローバル

ポートフォリオ。垂

直統合と技術的自立

を目指す攻撃的な

IP 戦略。国際的な

特許訴訟も多い 27。 

復星医薬 (Fosun 
Pharma)  

民間企業 がん、免疫療法、細

胞療法、ワクチン 28 

自社開発、ライセン

ス導入・導出を組み

合わせたグローバル

統合モデル。国際提

携を通じてパイプラ

インと市場を拡大す

る戦略 30。 

ファーウェイ 
(Huawei)  

民間企業 (通信)、AI 創薬、バ

イオインフォマティ

クス、デジタルヘル

EPO への主要出願

人 17。AI とデジタ

ル技術の強みをバイ

オ分野に応用。異分



ス 野融合の代表例。 

 

第 4 章 「量か質か」の難問：中国の特許資産の真価を評

価する 
 

本章では、中国の IP ブームを巡る最も重要な問い、すなわち「量は価値とイノベーションにお

けるリーダーシップに等しいのか？」という問題に正面から取り組む。 

 

4.1 グローバルベンチマーキング分析：量 対 価値 
 

中国が特許出願件数において議論の余地のないリーダーであることは、国内統計 4、マイクロ

バイオームのような特定分野 33、そして EPO 17 や PCT 5 を通じた国際出願のいずれにおいても

明らかである。中国籍出願人の IPF（特許ファミリー）件数は顕著に増加しており、例えば

2014 年から 2020 年の間に約 2.7 倍になっている 35。 

しかし、この量的な支配は、質的な指標における遅れと対照をなしている。例えば、マイクロ

バイオーム関連特許では、中国が出願件数でトップを走る一方で、特許の経済的価値や技術的

影響力を総合的に評価する指標である「総合特許資産（TPA）」では、米国と日本が「圧倒的

優位」を保っている 33。さらに、中国の特許は依然として市場との結びつきが弱いとの指摘も

ある 6。 

この二項対立は、中国の現在の IP ランドスケープの中心的なテーマである。国家主導のシステ

ムは、膨大な量の出願を生み出す上で非常に効果的である。しかし、商業的に価値があり、技

術的に画期的で、かつ国際的な法廷で防御可能な特許を創出することは、より複雑な課題であ

り、成熟したイノベーション・エコシステムを必要とする。このエコシステムは、中国ではま

だ発展途上にある。 

TPA の低さや市場との統合の遅れは、歴史的に国内出願と補助金獲得に焦点を当ててきた IP
戦略の直接的な結果である。中国国内でのみ出願された特許は、本質的に、米国、欧州、日本

で同時に出願された特許よりもグローバルな価値が低い。指摘されているように、米国や日本

の特許の半数以上が国際出願であるのに対し、中国の特許は圧倒的に国内出願が多いため、単

純な件数比較は困難である 33。 



 

4.2 「量」から「質」へ：転換期にある政策 
 

中国政府がこの課題を認識し、戦略の転換を図っていることは明らかである。政府は現在、

「価値ある特許の育成」を強調し 14、「量」から「質」への転換を進めている 7。これには、IP
保護システムの強化や、世界の規制の枠組みとのより深い統合が含まれる 11。 

この転換は多くの課題を伴う。学術界と産業界において、単に指標を追い求めるのではなく、

真にハイリスクなイノベーションを追求するという文化的なシフトが必要である。また、高価

値な特許を確実に執行できる法制度も不可欠であり、この点については国際企業が依然として

懸念を抱いている。進捗は一様ではないが、進むべき方向は明確である。 

この転換期は、戦略的な不確実性と機会の両方を生み出している。中国の特許の「質」が向上

するにつれて、国際企業が真に革新的で執行可能な中国の特許を侵害するリスクは増大する。

同時に、この質の向上は、ライセンス供与や買収の対象となる新たな高価値 IP のプールを創出

し、技術スカウティングの新たなフロンティアを切り開く。重要なのは、膨大な量の特許の中

から、特定の特許の質を評価する能力を開発することである。 

表 3：国際 IP 競争力スコアカード 

 

指標 中国 米国 欧州連合

（EU） 
日本 分析 

特許出願量

（国内） 

非常に高い 
(世界 1 位) 4 

高い (世界 2
位) 4 

(地域庁とし

て 5 位) 4 

高い (世界 3
位) 4 

中国の圧倒

的な量的優

位性を示し

ている。 

出願成長率 高い (継続

的に増加) 4 
安定/微増 安定/微増 減少/横ばい 中国の IP

活動のダイ

ナミズムが

際立ってい

る。 



国際出願

（PCT） 

非常に高い 
(世界 1 位) 5 

高い (世界 2
位) 5 

高い (ドイ

ツが主要国) 

高い (世界 3
位) 5 

中国は国際

舞台でも存

在感を急速

に高めてい

る。 

欧州特許庁

（EPO）出

願 

高い (世界 4
位、急増) 17 

非常に高い 
(世界 1 位) 
17 

(加盟国全体

で最大) 

高い (世界 3
位) 17 

欧州市場へ

の戦略的関

心の高まり

を示唆す

る。 

特許の質/価
値（TPA な

ど） 

中程度（改

善中） 
非常に高い 高い 非常に高い 量的なリー

ダーシップ

と質的な価

値との間に

ギャップが

存在する

が、その差

は縮小傾向

にある 6。 

専門分野 産業バイオ

（白色） 10 

医療バイオ

（赤色） 36 

産業バイオ

（白色） 36 

産業バイオ

（白色） 36 
中国は産業

応用に近い

分野で強み

を発揮して

いる。 

 

第 5 章 設計者：バイオエコノミーを推進する国家戦略と

政策手段 
 

本章では、中国のバイオ製造分野における台頭を画策している、トップダウンの政府方針と具

体的なメカニズムについて詳述する。 



 

5.1 トップダウン設計：第 14 次五カ年計画とその先 
 

中国のバイオエコノミー戦略は、単なる市場の動向ではなく、明確に国家の産業政策として位

置づけられている 37。2022 年 5 月に発表された「第 14 次五カ年バイオ経済発展計画」がその

マスタープランである。この計画は、IP 保護の強化、技術的ボトルネックの打破、そして「科

学技術の自立自強」の達成を最優先課題としている 14。特に、合成生物学と遺伝子編集技術は

戦略的優先事項として特定されている 38。 

欧米の市場主導型イノベーションとは異なり、中国のアプローチは、意図的で、国家が指揮を

執る、長期的な計画によって特徴づけられる。五カ年計画は明確な目標を設定し、省庁、大

学、国有企業といった国家の全機関を動員してその達成を目指す。この文脈において、特許出

願はイノベーションの結果であるだけでなく、国家計画における目標そのものでもある。 

 

5.2 イノベーションの触媒：「揭榜掛帥（掲榜掛帥）」と AI の統合 
 

工業情報化部（MIIT）は、この国家計画を実行するために、斬新な政策ツールを積極的に活用

している。その一つが「揭榜掛帥（Jiebang Guashuai）」モデルである。これは、バイオリア

クターのような重要プロジェクトにおいて、研究開発のリーダーを公募するオープンな競争制

度である 1。この制度は、官僚的な惰性を打破し、年功や所属に関係なく最も有望なチームに資

源を集中させることを目的とした、能力主義的かつミッション指向のアプローチである。重要

技術のブレークスルーを加速させるためのツールとして機能している。 

さらに MIIT は、バイオ製造における AI の応用を積極的に推進しており、「典型的な応用事

例」を選定・公表することで、ベストプラクティスの普及と、第 3 章で述べた異分野融合を奨

励している 1。 

これらの MIIT による具体的かつ実践的な政策ツールは、五カ年計画のハイレベルな目標を達成

するための実行メカニズムである。これらは「何を」達成するかだけでなく、「どのように」

達成するかを示すものであり、AI 駆動型バイオテクノロジーや先進的なバイオプロセス機器と

いった分野での特許活動を直接的に刺激している。 

 

第 6 章 戦略的展望とグローバルステークホルダーへの提



言 
 

最終章となる本章では、これまでの分析を統合し、変容したグローバルな状況を乗り切るため

の実用的な提言を含む、未来志向の評価を提供する。 

 

6.1 競争環境：パートナーから対等な競争相手へ 
 

中国は、世界の低コスト製造拠点という役割から、イノベーションにおける対等な競争相手へ

と急速に移行している。発酵生産能力における圧倒的なシェア 1 に加え、巨大かつ成長を続け

る IP ポートフォリオ、そして技術的自立を目指す国家戦略が組み合わさることで、中国は研究

開発から高価値製品の製造に至るまで、バリューチェーン全体で競争力を増していくだろう。

この変化は市場アナリストにも認識されており、中国発の医薬品が 2040 年までに FDA（米国

食品医薬品局）承認の 35%を占める可能性があると予測されている 12。 

 

6.2 協業と投資の機会の特定 
 

競争上の脅威にもかかわらず、中国のイノベーション・エコシステムは大きな機会を提供して

いる。国際企業は以下の点を考慮すべきである。 

● 高品質 IP のスカウティング: トップ大学が開発する新規シャーシ微生物 2、特定の抗体薬

物複合体（ADC）プラットフォーム、AI 創薬アルゴリズムなど、真に革新的な分野に焦点

を当てるべきである。 
● 戦略的ライセンスの追求: 復星医薬のような中国企業が成熟するにつれて、彼らは革新的

な医薬品のライセンスアウトの源泉となりつつある 31。その際の契約条件は、欧米の案件

と比較して魅力的な場合がある 12。 
● 共同開発への参画: 中国企業と提携し、臨床試験のための広範な患者アクセスや、コスト

効率の高いインフラを活用することが考えられる 12。 

 

6.3 リスクの航海：IP シケット、地政学、法的執行 
 



リスクは大きく、慎重な管理が求められる。企業は以下の対策を講じる必要がある。 

● 厳格な事業の自由（FTO）分析の実施: 中国の特許の膨大な量は、密集した「パテント・

シケット」を生み出している。中国で事業を行う、あるいは中国へ販売する企業にとっ

て、包括的な FTO 分析はもはや選択肢ではなく必須である。 
● 地政学的逆風の監視: 米中間の緊張は、パートナーシップ、サプライチェーン、資本の流

れを混乱させる可能性のある重要な変数であり続ける 12。一国への依存を軽減するデュア

ルトラック戦略が賢明である。 
● 中国に特化した IP 執行戦略の策定: 中国の IP 保護は改善されているものの 11、法的執行

には依然として一貫性がない場合がある。より迅速な保護を得るための実用新案の活用、

裁判所での訴訟と並行した行政措置の利用、そして強力な現地関係の構築などが戦略とし

て考えられる。 

 

6.4 未来志向の IP ロードマップ：新たな現実への適応 
 

中国に対する旧来の IP 戦略はもはや時代遅れである。新たな現実には、積極的かつ多面的なア

プローチが求められる。国際的なステークホルダーは、中国を受動的な市場としてではなく、

能動的な IP プレイヤーとして見るように、考え方を転換しなければならない。推奨されるロー

ドマップは以下の通りである。 

1. 競合インテリジェンスへの投資: 中国の特許ランドスケープ、主要プレイヤー、政策の転

換を継続的に監視する。 
2. 積極的な出願戦略の採用: 防御的なポートフォリオを構築し、クロスライセンス交渉の材

料とするために、実用新案を含む、より多くの特許を中国で出願することを検討する。 
3. セグメント化と差別化: すべての中国特許が同じ価値を持つわけではない。補助金目当て

の低品質な特許と、戦略的な高価値資産とを区別する社内能力を開発する。 
4. 戦略的「協調的競争（Co- opetition ）」の受容: 激化する競争に備えつつ、協業の分野を

見出す。グローバルなバイオ製造産業の未来は、この中国との複雑な関係をいかにうまく

航海できるかに大きく左右されるだろう。 
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